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大
統
領
に
と

っ
て
は
民
主

党
が
議
会
多
数
派
に
な

っ
て

初
の

一
般
教
書
演
説
。
イ
ラ

ク
新
政
策
で
は
妥
協
し
な
い

一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で

民
主
党
に
配
慮
す
る
柔
軟
な

交
」
に
よ
る
解
決
を
目
指
す

一
倍

意
向
を
改
め
て
表
明
し
た
。　
一
か

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
は
、

一外
国
の
石
油
へ
の
依
存
は

一
革

敵
対
的
な
政
権
や
テ
ロ
リ
ス

一
玲

卜
に
弱
み
を
見
せ
る
」
と
し
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ワンマン首相の館  4
御厨員東大教授が歴史の舞台と

なつた建物を通して日本政治を

とらえ直す「権力の館を歩くJ

がスタニ ト。初回は、神奈川県

大磯町に吉田茂の旧邸宅を訪ね

ワンマン首相の実像に迫る。

莉 湯川博士の思い 2

鰈麒深木寺のそげ

緻̈
離印中
「で動̈
］印獅一げ

大家投手、ブルージエイズヘ 7

米大統領 二般教書

ガ
ソ
リ
ン
「１０
年
で
２０
％
削
減
」

【ワ
シ
ン
ト
ン
及
川
正
也
】
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
は
２３
日
午
後
９
時

（日
本
時
間
２４
日
午
前
１１
時
）
過
ぎ
か
ら
、
上
下
両
院
合
同
会
議
で
今

年
の
内
政

・
外
交
の
基
本
姿
勢
を
示
す

一
般
教
書
演
説
を
行

っ
た
。
泥

沼
化
す
る
イ
ラ
ク
情
勢
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
て
打
ち
出
し
た
イ
ラ
ク

駐
留
米
軍
の
２
万
人
超
の
増
派
計
画
に
つ
い
て

「失
敗
は
悲
痛
な
結
末

を
招
く
。
こ
の
政
策
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
ほ
し
い
」
と
支
持
を
訴
え

た
（）
ま
た
、
ニ
ス
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
２
０
１
７
年
ま
で
に

´
デ̈
ザ
レ
性
費
量
を
三
七
旺
減
し
、
一
、誓
早
捏
３
讐
一文
を
に
達
さ
せ
る

可
計
を
語
こ̈
■

，‐‐二

）ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｃ
百
二
質
三
菱
事
）

姿
勢
も
見
せ
た
こ
た
だ
支
持

率
は
最
低
を
更
新
、
イ
ラ
ク

増
派
に
は
共
和
党
内
に
も
反

対
論
が
あ
り
、
厳
し
い
政
権

運
営
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

演
説
は
①
イ
ラ
ク

・
対
テ

ロ
戦
争
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

③
医
療
保
険
制
度
改
革
④
包

括
的
移
民
制
度
改
革
⑤
教
育

問
題
―
―
の
５
本
柱
。

大
統
領
は
イ
ラ
ク
政
策
に

つ
い
て

一成
功
の
可
能
性
が

三
駆
二ヽ
）〓
畷
一
・ヽ
ィ
一〓
一ヽ
」聖
　ヽ
）一
一
一　
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一

強
調
（）
民
主
党
が
主
張
す
る

早
期
撤
退
に
つ
い
て
は
、
中

東
全
体
の
紛
争
化
に
つ
な
が

り
か
ね
ず
、

「米
国
に
と

っ

て
悪
夢
の
シ
ナ
リ
オ
」
に
な

る
と
警
告
し
た
。
そ
の
う
え

で

「米
国
史
上
、
中
東
、
イ

ラ
ク
で
の
成
功
が
今
ほ
ど
重

要
な
時
期
は
な
い
」
と
新
政

策

へ
の
理
解
を
求
め
た
。

昨
年
の
演
説
で
は

「勝
利

へ
の
明
確
な
計
画
が
あ
る

一

こヽ
≡
信
を
見
「ｆ
だ
が
、
今
回

は
一勝
利
戦
略
」
を
断
念
し
、

イ
ラ
ク
情
勢

へ
の
危
機
感
が

前
面
に
出
た
形
だ
。
ま
た
、

対
テ
ロ
戦
争
に
つ
い
て

「世

代
を
通
じ
た
戦
い
」
と
長
期

戦

に
な
る
と
の
認
識
を
強

調
、
超
党
派
の
議
会
指
導
者

で
構
成
す
る

「特
別
顧
間
会

議
」
の
設
置
を
提
案
し
た
。

外
交
政
策

で
大
統
領

は

一過
激
主
義
と
の
戦
い
の
た

め
に
世
界
を
再
結
集
す
る
外

交
戦
略
が
あ
る
」
と
国
際
協

調
路
線
重
視

の
姿
勢
を
強
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一
、
イ
ラ
ク
駐
留
米
軍
の
２
万
人
超
の
増
派
計
画
は
、

「成
功
へ
の
最
善
策
」

一
、
テ
ロ
対
策
と
し
て
、
超
党
派
議
会
指
導
者
に
よ
る

「特
別
顧
間
会
議
」
を
設
置

一
、
５
年
間
で
９
万
２
０
０
０
人
の
米
兵
増
員

一
、
６
カ
国
協
議
に
よ
る
北
朝
鮮
核
問
題
の
解
決

一
、
イ
ラ
ン
に
よ
る
核
開
発
と
イ
ラ
ク
干
渉
を
阻
止

一
、

１７
年
ま
で
に
ガ
ソ
リ
ン
消
費
を
２
割
削
減
。
戦
略

石
油
備
蓄
を
倍
増

一
ぃ
い
絲
賊
岬
胴
酔
端
彰
稀
跳
ピ
献
鯖
朝
州
贈
級
醜
餞

一
、
移
民
制
度
改
革
で
国
境
警
備
を
強
化

一
、
民
間
主
導
の
経
済
成
長
と
教
育
改
革
の
持
続

調
。
イ
ラ
ン
に
つ
い
て

「国

際
社
会
は
核
兵
器
保
有
を
許

一
√

き
な
い
」
と
指
摘
し
、
北
朝

一
４

素 材 の 味 を
引 き た て 生 か す
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